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阿
波
の
名
医
　
福
島
義
一

い
ま
ま
で
本
シ
リ
ー
ズ
で
、
徳
島
大
学
医
学

部
や
徳
島
県
の
医
学
お
よ
び
医
療
に
貢
献
さ
れ

た
医
師
を
紹
介
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
際
、
古

き
時
代
の
様
々
な
資
料
に
大
き
く
関
わ
っ
て
こ

ら
れ
た
阿
波
の
名
医
を
、
こ
の
た
び
選
ば
せ
て

頂
い
た
。

眼
科
学
の
教
授
を
務
め
ら
れ
た
福
島
義
一
氏

で
あ
る
（
図
一
）。
氏
は
昭
和
一
〇
年
、
大
阪

帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
昭
和
一
九
年
四

月
、
徳
島
県
立
徳
島
医
学
専
門
学
校
教
授
（
眼

科
学
）
に
赴
任
さ
れ
た
。
同
校
付
属
病
院
眼
科

医
長
も
務
め
、
昭
和
二
〇
年
四
月
に
は
官
立
移

管
さ
れ
た
徳
島
医
学
専
門
学
校
教
授
へ
。
昭
和

二
四
年
八
月
、
依
願
退
官
さ
れ
、
蔵
本
キ
ャ
ン

パ
ス
の
近
く
で
診
療
所
を
開
設
さ
れ
、
数
多
く

の
眼
科
の
患
者
を
診
療
し
、
地
域
医
療
に
も
貢

献
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
眼
科
の
領
域
で
は
、
徳
島
大
学
医

学
部
非
常
勤
講
師
、
徳
島
県
眼
科
医
会
会
長
、

日
本
学
校
健
康
会
徳
島
支
部
審
査
委
員
会
会

長
、
財
団
法
人

徳
島
ア
イ
バ
ン

ク
理
事
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
た
。

福
島
氏
の
業

績
で
特
筆
す
べ

き
こ
と
は
、
日

本
の
医
史
学
に

お
け
る
大
き
な

貢
献
で
あ
る
。

研
究
方
法
は
常

に
現
地
を
訪
ね

て
資
料
を
収
集

す
る
こ
と
で
、
精
力
的
活
動
を
眼
科
学
教
授
と

し
て
赴
任
さ
れ
た
以
降
長
年
に
わ
た
り
継
続

し
、
成
果
を
多
く
の
書
籍
や
資
料
に
残
さ
れ

た
。
不
断
の
研
究
に
よ
っ
て
、
幕
藩
時
代
か
ら

明
治
・
大
正
・
現
在
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
貴

重
な
資
料
、
人
物
等
が
埋
も
れ
る
こ
と
な
く
、

医
史
学
的
に
解
明
さ
れ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
郷
土
医
学
史
の
研
究
に
貢

献
し
た
功
労
者
と
し
て
、
日
本
医
師
会
最
高
優

功
賞
を
授
与
さ
れ
た
（
平
成
四
）。

氏
は
昭
和
三
六
年
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
六

図２

図１
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● 阿波の名医　福島義一

二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
、
特
別
講
演
「
日

本
眼
鏡
史
の
研
究
」
を
担
当
し
た
（
図
二
、
文

献
一
）。
現
在
ま
で
に
発
表
し
た
著
書
や
論
文

は
極
め
て
多
い
が
、
ま
ず
重
要
な
数
点
に
つ
い

て
示
し
た
い
。

「
徳
島
大
学
医
学
部
史
一
～
徳
島
医
学
専
門

学
校
～
」（
一
九
八
六
）
の
中
で
は
、
四
〇
年

の
昔
を
思
い
つ
つ
、
先
人
が
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
徳
島
医
学
専
門
学
校
か
ら
現
在
の
徳

島
大
学
医
学
部
へ
つ
な
げ
て
く
だ
さ
っ
た
歴
史

を
概
説
し
て
い
る
（
図
三
）。
ま
た
、
当
時
、

徳
島
医
専
と
前
橋
医
専
の
関
わ
り
や
経
緯
に
触

れ
、
徳
島
医
専
の
発
展
に
尽
く
し
た
中
田
校
長

と
小
山
病
院
長
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
聞
き
書
き
・
医
者
の
み
た
阿
波
史
・
新
阿

波
医
人
伝
」（
一
九
九
二
）
に
つ
い
て
、
当
時
、

徳
島
市
医
師
会
史
の
編
纂
委
員
長
と
し
て
膨
大

な
資
料
を
収
集
し
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
医
師

会
史
へ
の
掲
載
は
な
か
っ
た
が
、
貴
重
な
資
料

を
本
書
で
収
集
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
（
図

四
）。
福
島
氏
は
、
阿
波
藩
政
時
代
の
博
物
学

の
名
著
「
阿
淡
産
志
」
五
七
巻
、「
淡
州
出
品

筆
録
」
一
巻
、「
阿
淡
産
志
目
録
」
一
巻
な
ど

が
、
東
京
国
立
博
物
館
の
所
蔵
と
発
見
し
、
編

集
に
携
わ
っ
た
方
々
と
内
容
を
詳
細
に
調
査
し

た
。
こ
れ
は
徳
島
県
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な

文
化
財
を
、
百
余
年
振
り
に
見
出
し
た
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
賀
川
玄
悦
の
業
績
、
元
阿

波
藩
医
井
上
肇
堂
に
よ
る
漢
方
医
存
続
運
動
、

高
名
な
医
師
で
蘭
・
英
両
国
語
に
精
通
し
た
学

者
で
も
あ
っ
た
井
出
三
洋
な
ど
、
多
く
の
逸
話

も
含
ま
れ
て
い
る
。

徳
島
大
学
医
学
部
五
十
年
史
一
九
九
三
（
一

九
九
三
）
は
、
長
い
歴
史
を
ま
と
め
た
徳
島
大

学
の
歴
史
に
加
え
、
講
座
や
附
属
病
院
、
附
属

施
設
、
学
生
生
活
、
同
窓
会
活
動
、
医
学
科
、

図３

図４
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栄
養
学
会
の
同
窓
会
活
動
な
ど
の
情
報
に
つ
い

て
す
べ
て
を
網
羅
し
た
貴
重
な
書
籍
で
あ
る（
図

五
）。
こ
の
中
で
冒
頭
の
第
一
章
創
立
前
期
に

つ
い
て
は
、
福
島
氏
が
担
当
し
解
説
を
行
っ
た
。

ほ
か
に
も
多
数
あ
る
が
、
主
な
も
の
だ
け
列

挙
す
る
。「
日
本
眼
科
史
」（
昭
二
九
）、「
阿
波

医
育
小
史
・
醫
譚
復
刊
第
三
〇
号
」（
昭
三
九
）、

「
阿
波
医
学
史
」（
昭
四
五
）（
図
六
）、「
徳
島

県
医
師
会
史
」（
昭
五
一
）、「
阿
波
の
蘭
学
者
」

（
昭
五
七
）、「
阿
波
医
学
史
（
再
販
）」（
昭
六

〇
）、「
眼
科
学
史
の
窓
」（
昭
六
二
）、「
阿
波

藩
撰
博
物
誌
阿
淡
産
志
の
研
究
」（
平
二
）、「
医

者
の
み
た
阿
波
史

（
徳
島
医
専
物
語
）」

（
平
四
）
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。

京
都
に
お
け
る
医

史
学
研
究
史
を
み
る

と
、
京
都
と
徳
島
の

交
流
が
記
さ
れ
て
い

る
（
文
献
一
）。
賀

川
玄
悦
没
後
二
百
年

記
念
行
事
の
際
（
一

九
七
七
・
九
）
に
は
、

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
や
日
本
医
師
会
、
日
本

医
史
学
会
、
京
都
府
医
師
会
、
徳
島
県
医
師
会

な
ど
が
協
賛
し
て
顕
彰
会
が
組
織
さ
れ
、
顕
彰

碑
除
幕
式
や
記
念
式
典
、
講
演
会
、
資
料
展
、

記
念
誌
の
発
行
が
行
わ
れ
た
。
翌
年
に
建
立
さ

れ
た
産
論
句
碑
で
は
、
玄
悦
を
高
く
評
価
す
る

水
原
秋
桜
子
が
「
産
論
の
月
光
雲
を
は
ら
ひ
け

り
」
と
詠
ん
で
い
る
（
一
九
七
八
・
六
）。

以
上
の
よ
う
に
、
福
島
義
一
氏
は
徳
島
の
眼

科
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
、
さ
ら
に
、
徳
島
お
よ

び
わ
が
国
の
医
史
学
の
見
地
か
ら
大
き
く
貢
献

し
、
ま
さ
に
「
阿
波
の
名
医
」
で
あ
っ
た
。

文
献

一　

第
六
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
・
京
都
に

お
け
る
医
史
学
研
究
史
Ⅱ
（
一
九
六
一
・

一
一
・
一
一-

一
二
、
於
京
都
）
日
本
医

史
学
会
雑
誌
三
八
（
一
）：
八
五-

一
〇

四
、
一
九
九
二

一　

片
岡
義
雄
：
書
評
：
福
島
義
一
著
「
聞
き

書
き
・
医
者
の
み
た
阿
波
史
・
新
阿
波
医

人
伝
」
日
本
医
史
学
雑
誌
（
通
巻
一
四
七

二
号
）、
三
九
（
四
）：
六
〇
〇-

六
〇
一
、

一
九
九
三

（
徳
島
大
学
医
学
部
同
窓
会

青
藍
会
会
報
第
八
九
号
：

（
二
〇
一
七
・
六
）、
七
七
～
七
八
ペ
ー
ジ
）

図５

図６
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